
三方五湖（美浜町・若狭町）
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えちぜん鉄道 勝山永平寺線

越美北線（九頭竜線）

ハピラインふくい

小浜線

え
ち
ぜ
ん
鉄
道

三
国
芦
原
線

北
陸
新
幹
線

福
井
鉄
道

福
武
線

越前たけふ駅

芦原温泉駅

越前大野駅

若狭和田駅

永平寺口駅 勝山駅

一乗谷駅一乗谷駅

福井駅福井駅

武生駅武生駅

西山公園駅西山公園駅

小浜駅小浜駅

三国駅三国駅

敦賀駅敦賀駅

福井駅
から

公共交
通でアク

セス

必見の定
番
ス
ポ
ッ
ト
へ

北陸新幹線

北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
賑
わ
い
を
み
せ
る
福
井
県
。

福
井
駅
を
拠
点
に
し
て
、
県
内
各
地
に
あ
る

必
見
の
定
番
ス
ポ
ッ
ト
へ
、

地
元
の
鉄
道
や
バ
ス
を
使
っ
て
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

福井観光の拠点であり
駅周辺にも見どころ多数
福井駅を一歩出たら出迎え
てくれるのは大迫力の恐竜
たち。徒歩圏内にグルメス
ポットやレトロな商店街など
があります。

Page»32
永平寺
えいへい じ 曹洞宗の大本山で、全国から来た多くの僧が日々

厳しい修行に励んでいます。敷地は10万坪を超
え、立ち並ぶ樹齢700年以上の杉の巨木や「七堂
伽藍」と呼ばれる7つの建物は必見です。

Page»16
福井県立恐竜博物館
ふくいけんりつきょうりゅうはくぶつかん

「世界三大恐竜博物館」の一つで年間100万人が訪
れる恐竜王国福井の代表スポットです。50体もの恐
竜骨格標本や、スクリーンいっぱいに古代生物が躍
動する「3面ダイノシアター」などによる、実物大のリ
アルな体験が圧巻です。

Page»08
東尋坊
とうじんぼう 福井県を代表する観光スポット。ビルなら8～9

階の高さに相当する、海上25ｍにもなる岩の絶
壁が海岸線沿いに続いています。遊覧船から
見上げる風景も迫力があります。

Page»10
足羽川の桜並木
あすわがわ      さくらなみき

福井市の中心部を流れる足羽川
の堤防沿いに約2.2㎞にわたっ
て続く桜並木。開花の時期には
桜のトンネルを楽しめるほか、夜
のライトアップも幻想的です。

福井駅
から徒歩で
約15分

永平寺口駅
からバスで
約13分

三国駅
からバスで
約15分

勝山駅
からバスで
約15分

福井駅
から徒歩で
約10分

三国・あわら方面
えちぜん鉄道（三国芦原線）で…

電車に揺られながら眺める田園風景
福井県北部への移動には、えちぜん鉄道の三国芦
原線で。坂井平野の田んぼは、田植えの時期、稲刈
りの時期など、さまざまな風景を見せてくれます。

永平寺・勝山方面
えちぜん鉄道（勝山永平寺線）で…

車窓に広がる九頭竜川ののどかな風景
福井市と勝山市をつなぐ路線。四季折々の九頭竜
川の景色を楽しめるほか、永平寺口駅の近くにある
旧駅舎は国の登録有形文化財となっています。

三国駅

勝山駅

永平寺口駅 Page»50
養浩館庭園
ようこうかんていえん

江戸時代に造られた
福井藩主・松平家の別
邸。池を全方向から見
渡せる回遊式林泉（り
んせん）庭園が見事。

福井駅周辺

4



敦賀駅
から徒歩で
約15分

敦賀駅
からバスで
約10分

小浜駅から
タクシーで
約5分

越前大野駅
からバスで
約10分

西山公園駅
から徒歩で
約5分

北陸新幹線の終着駅で
若狭路への玄関口
古くから海運や鉄道と交通の要所だっ
た敦賀。「港」「鉄道」のイメージを重ね
たシンボルロードが整備されています。

Page»40
一乗谷朝倉氏遺跡
いちじょうだにあさくらしいせき

室町時代から戦国時代にかけて
103年の栄華を誇った越前の大
名・朝倉氏。その拠点、一乗谷一
帯が遺跡に。復原された城下町
の町並みでは、当時の人々の暮
らしぶりを体感できます。

Page»37
越前市まちなか散策
えちぜん し　　　　　　　さんさく 古くは越前国の国府が置かれていた越前市。武生駅周辺には

寺や神社が多く、趣ある通りは散策にぴったりです。まち歩きの
際には、地元で愛される「越前市3大ご当地グルメ」をぜひ。

Page»42
越前大野城
えちぜんおおのじょう

標高249ｍの亀山に築かれた越前
大野城。石垣は自然の石をそのま
ま積む「野面（のづら）積み」という
技法が用いられています。雲海に
浮かんで見える「天空の城」として
も知られています。Page»22

敦賀赤レンガ倉庫
あか　　　　　そう こつる  が

1905年に石油貯蔵用の倉
庫として建設された港町敦
賀のシンボル。国の登録有
形文化財に登録され、「ジオ
ラマ館」「レストラン館」を展
開しています。

Page»89
御食国若狭おばま食文化館
みけつくにわかさ　　　  　しょくぶんかかん

海の幸、山の幸に恵まれた若狭地方
は、古くは朝廷へ食料を献上する「御
食国（みけつくに）」でした。その食文
化や歴史をさまざまな展示で知ること
ができます。

Page»46
氣比神宮
け ひ じんぐう 「日本三大木造鳥居」の一つと称される高さ11ｍの大鳥居

は、国の重要文化財に指定されています。松尾芭蕉が旅の
途中で句を残した地としても知られています。

Page»36
西山公園
にしやまこうえん 毎年5月上旬頃に約5万株ものつつじが咲き誇り、

この時期には「つつじまつり」も開催され多くの人
で賑わいます。公園内の「西山動物園」には人気
者のレッサーパンダもいます。

一乗谷駅から
徒歩で
約15分

若狭和田駅
から徒歩で
約10分

Page»28
若狭和田ビーチ
わか さ  わ  だ

透明な海と白い砂浜が自慢で、国際的に優れた海水
浴場として認める「ブルーフラッグ」を毎年取得。
まさに“アジアで一番きれいなビーチ”です。

素朴な山里を抜けて
城下町・大野へ
福井市と大野市を結ぶ約
50㎞の単線路線。いくつ
もの橋りょうが架かり、車
窓からは山と清流の自然
豊かな風景が楽しめます。

丹南方面
福井鉄道（福武線）で…

路面電車区間もある歴史ある路線
福井市と越前市を結ぶ路線で途中鯖江市の市街を
通ります。低床型車両「FUKURAM（フクラム）」は見
た目もかわいい人気の車両です。

ハピラインふくいで…
北陸新幹線の
並行在来線（旧北陸本線）を運行
石川県の大聖寺駅から敦賀駅までを結ぶ
路線で、1日約2万人に利用されています。

一乗谷駅敦賀駅

小浜駅

武生駅

越前大野駅

西山公園駅

若狭和田駅

大野方面
越美北線で…

嶺南方面

風光明媚な若狭エリアを
東西に走る路線
敦賀から東舞鶴（京都）までを結ぶ
全長84.3㎞の路線。若狭の海や田
園と山の風景などが楽しめます。

小浜線で…
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世界三大絶勝

　そびえ立つ断崖絶壁に日本海の荒々しい波が砕け
散る迫力。海岸線沿いに約1㎞にわたって続く、海
上約25ｍ（ビル8～9階相当）にもなるゴツゴツとした
岩の絶壁「東尋坊」は、福井随一の名高い景勝地で
す。世界でも3ヶ所しかないと言われる、地質学的
にも珍しい「柱状節理」の断崖は、国の天然記念物
にも指定されています。
　かつて平泉寺（勝山市）の僧兵「東尋坊」の傍若無
人ぶりを封じるため、他の僧たちにより東尋坊はこ
の断崖から突き落とされました。その後、49日間に
わたって東尋坊の無念により海が大荒れになったと
いう逸話がこの地名の由来とされています。
　東尋坊の先に浮かぶ雄島とともに、目に焼き付け
たい絶景です。
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足羽川の桜並木
あすわがわのさくらなみき

福井の春を象徴する
全長2.2㎞の桜のトンネル

日本さくら名所100選

【福 井 市 】

　福井駅から徒歩10分。福井市の中心部を流れる足羽川の堤防沿
いに約2.2㎞にわたって続く桜並木は、福井が相次いで見舞われた
空襲、震災、水害からの復興を記念した昭和27年（1952）の「福井
復興博覧会」を機に、災害復興のシンボルとして市民から集めた浄
財によって植樹されたものです。
　開花の時期には「ふくい桜まつり」が開催され、満開の桜のトン
ネルを楽しむ多くの市民で賑わいます。夜にはライトアップされ、堤
防一帯は昼間とはまた違った幻想的な雰囲気に包まれるのも魅力
です。すぐそばの足羽山も多くの花見客が訪れるスポット。この足
羽山と合わせて「日本さくらの名所100選」に選ばれています。
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高さ約25ｍの東尋坊に対して、こちらの
大断崖はなんと260ｍもの高さがあります。
整備された遊歩道を40分ほど歩くと、終
点の押廻埼灯台からは、日本海のパノラ
マの絶景を見ることができます。灯台まで
向かう遊歩道は、自然豊かな音海を満喫
できるコースです。桜や野草などの植物を
はじめ、湧き出る石清水、木々の間から見
える内浦湾の風景などが楽しめます。
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車内外に施された恐竜たちが、探究心と期
待感を盛り上げてくれます。
運行スケジュールや予約方法などは下記お
問い合わせ先へ（事前予約制）。
（恐竜列車）えちぜん鉄道：☎0120-840-508

　
勝
山
市
北
谷
町
。
１
億
２
０
０
０
万

年
前
の
恐
竜
が
眠
る
こ
の
地
で
、
国
内

で
採
集
さ
れ
た
恐
竜
化
石
の
多
く
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
日
本
初
の
新
種
恐

竜
の
発
見
な
ど
、
国
内
の
恐
竜
研
究
を

け
ん
引
す
る
発
掘
現
場
か
ら
数
㎞
の
場

所
に
あ
る
の
が「
福
井
県
立
恐
竜
博
物

館
」。
周
囲
に
は
約
80 

ha
の
公
園
が
広

が
り
、
恐
竜
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　「
恐
竜
王
国
・
福
井
」の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
多
く
の
恐
竜
フ
ァ
ン
を
魅
了
し

続
け
る
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
は
、

恐
竜
化
石
の
学
術
研
究
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
機
能
を
備
え
る

と
と
も
に
、
展
示
規
模
数
と
網
羅
す

る
分
類
の
広
さ
は
世
界
に
誇
る
ほ
ど
。

カ
ナ
ダ
、
中
国
の
博
物
館
と
並
び「
世

界
三
大
恐
竜
博
物
館
」の
一
つ
と
称
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
に
は
、
開
館
23
年
で
初

と
な
る
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
新
た

に
加
わ
っ
た「
新
館
」を
中
心
に
、
よ

り
リ
ア
ル
な
恐
竜
の
世
界
が
体
感
で
き

る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

恐竜博物館へは、
冒険気分が高まる恐竜列車で
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約900㎡の特別展示室では、高さ9ｍ、幅48ｍのコ
の字型巨大スクリーンを設置。1億2000万年前の
中生代にタイプスリップしたかのような大迫力の映
像を楽しめます。

開
館
以
来
の
技
術
と
研
究
の
粋
を
極
め
た

実
物
大
の
リ
ア
ル
な
体
験
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恐竜王国の起源は、1982年に勝山市北谷町杉山の手取層群で、古代
ワニの化石が発見されたことでした。恐竜の存在を確信した研究者の
情熱が、現在まで30年以上続く発掘調査を導き、1989年の国内で初
となる新種恐竜の発見に至りました。日本で発掘された新種の恐竜13
種のうち6種が福井県で見つかり、日本の化石の多くが発掘されていま
す。まさに福井県は「恐竜王国」として、恐竜発掘・研究の拠点となって
います。福井県立恐竜博物館は、発掘現場を抱えて研究を行う国内唯
一無二の博物館。カナダの「ロイヤル・ティレル古生物学博物館」、中国
の「自貢恐竜博物館」と並ぶ「世界三大恐竜博物館」の一つとして、世
界に誇る恐竜化石研究と情報発信を行っています。
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（写真上）「敦賀市立博物館」は北陸で初めて電動エレベーター
が設置された建物（写真下）第二次世界大戦中にユダヤ系の難
民を受け入れた当時の建物を再現した「敦賀ムゼウム」

鮮やかなブルーの海と白い砂浜が続く敦賀半島沖の無人島。その奇跡的な美しさから
「北陸のハワイ」とも呼ばれています。夏の期間だけ渡し舟で島に行くことができ、多く
の海水浴客が訪れています

旧北陸線の杉津駅から見えた車窓の風景
は北陸線屈指の美しさで、大正天皇がお
召列車で通過したときも見惚れたと言わ
れています。現在は北陸自動車道上りの杉
津パーキングエリアになっており、当時と
変わらぬ絶景を楽しむことができます

旧北陸線最長トンネル

　
か
つ
て
東
京
と
パ
リ
を
つ
な
ぐ「
欧

亜
国
際
連
絡
列
車
」の
玄
関
口
と
し

て
、
国
際
港
の
1
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
た
敦
賀
港
。
敦
賀
の
地
名
が
朝
鮮

半
島
の
王
子
に
由
来
す
る
な
ど
、
古

代
よ
り
大
陸
と
の
交
流
が
深
か
っ
た

ほ
か
、
北
前
船
の
寄
港
地
に
も
な
り
、

第
２
次
大
戦
時
は
杉
原
千
畝
に
よ
っ

て
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
難
民
が
上
陸
し
た

国
内
唯
一
の
港
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
は
京
都
に
近
い
海
の
街
だ
け

に
、
平
清
盛
の
時
代
か
ら
運
河
計
画
な

ど
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
悲
願

が
達
成
さ
れ
た
の
が
、
明
治
６
年
の
長

浜
| 

敦
賀
間
の
鉄
道
敷
設
で
し
た
。

そ
の
後
鉄
道
は
北
進
し
、
さ
ら
に
険
し

い
敦
賀
| 

今
庄
間
の
ト
ン
ネ
ル
も
明

治
26
年
に
開
通
。
鉄
道
に
よ
っ
て
繁
栄

が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

　
現
在
、
そ
の
線
路
跡
は
道
路
と
な

り
、
当
時
の
ト
ン
ネ
ル
群
や
か
つ
て

の
繁
栄
を
偲
ぶ
建
築
物
な
ど
は
、
令

和
２
年
に「
日
本
遺
産
」に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

敦賀赤レンガ倉庫

す
ぎ
は
ら 

ち
う
ね
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山頂公園の各所には、三方五湖や若狭湾の
絶景をゆったりと満喫できる空間が設置さ
れています。足湯に浸かりながらのひととき
は開放感抜群

潜水艇の訓練中に沈没するも、息絶えるまで職務を全うし、その姿勢を
世界中が称賛する明治時代の日本海軍大尉•佐久間勉艇長の資料館。
彼の高潔な生き様と、人として生きるための道徳心を学ぶことができます

　
美
浜
町
と
若
狭
町
の
間
に
は
５
つ

の
湖（
三
方
湖
、
水
月
湖
、
菅
湖
、

久
々
子
湖
、
日
向
湖
）が
つ
な
が
り
な

が
ら
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
総
称
を

「
三
方
五
湖
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
海

水
が
久
々
子
湖
を
通
じ
て
他
の
湖
に

渡
る
こ
と
で
塩
分
濃
度
に
差
が
で
き

る
た
め
、
水
面
の
色
が
そ
れ
ぞ
れ
違

う
と
い
う
神
秘
的
な
湖
で
す
。

　
こ
の
風
景
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
の
が
梅
丈
岳
の
山
頂
に
あ
る
レ
イ

ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
山
頂
公
園
。
リ
フ
ト

に
乗
っ
て
行
く
先
に
あ
る
天
空
の
テ

ラ
ス
は
、
足
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
絶

景
を
眺
め
た
り
、
ソ
フ
ァ
に
横
た

わ
っ
て
の
ん
び
り
し
た
り
と
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
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人魚の肉を食べて800年生きたという伝説が残る尼僧・八百比丘尼。空印寺
に残る彼女が最期を迎えた洞には、健康長寿を願う人が多く訪れています

重要文化財や国宝が数多く点在する小浜市では、国宝
めぐりを楽しむこともできます。写真は羽賀寺に安置さ
れている木造十一面観音菩薩立像（重要文化財）です

紅殻格子が道に沿って続く、茶屋町の名残を残す町並み「三丁町」。細い路地のどこからか聞こえてくる三味線の音が、北前船で栄えた港町小浜
の風情を今に伝えてくれます。カフェや食事処などで落ち着いたひとときを過ごすのもおすすめです

北前船繁栄の名残「三丁町」

　
奈
良
時
代
、
朝
廷
へ
献
上
す
る
食

物
の
産
地
で
あ
っ
た「
御
食
国
」。
全

国
に
点
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
御
食

国
の
一
つ
が
若
狭
国
で
し
た
。
リ
ア

ス
式
海
岸
が
広
が
る
こ
と
で
波
が
穏

や
か
な
海
は
漁
場
と
し
て
も
優
良
で
、

時
代
が
下
っ
て
も
都
へ
物
資
を
運
ぶ

流
通
経
路
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
小
浜
の
海
か
ら
揚
が
る
魚
介
類
の

中
で
も
多
か
っ
た
の
が
鯖
。
そ
こ
か

ら
鯖
を
使
っ
た
食
文
化
も
生
ま
れ
、

後
世
に
な
り
物
流
街
道
は「
鯖
街
道
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
人
が
集
ま
れ
ば
文
化
も
集
ま
り
、

寺
社
仏
閣
が
次
々
と
建
立
さ
れ
、
北

前
船
に
よ
る
交
流
が
生
ん
だ
茶
屋
町

も
栄
え
ま
し
た
。
現
在
も
な
お
人
口

当
た
り
の
寺
社
数
は
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
。
国
宝
を
は
じ
め
と
す
る
仏
像

や
仏
閣
も
点
在
し
、「
海
の
あ
る
奈

良
」と
も
呼
ば
れ
る
所
以
で
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
名
残
り
が
今
も
色
濃
く
残
る

町
並
み
を
散
策
し
な
が
ら
、
往
時
の

賑
わ
い
を
偲
ん
で
く
だ
さ
い
。
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（写真上）高浜町の西端の日引地区には美しい棚田の風景が
残っており、田植えのシーズンには多くの写真家が集まります
（写頁下）おおい町出身の作家・水上勉氏が設立した「若州一滴
文庫」では、文化・芸術の拠点としてさまざまなイベントが開催さ
れています

おおい町に300年以上にわたって伝わる祭事「大火勢」をモチーフ
にした、豪快な炎のイベントが「若狭おおいのスーパー大火勢」です。
全長20ｍ、重さは1トンを数える炎柱が夜空を焦がすように舞う様
は、観る人を圧倒します

若狭地方最大級の落差を持つこの滝には、敗戦で逃げてきた安倍家の
別当石王丸が、薬師如来像から逃げ道を教わった伝説が残っています

夜空に舞う炎の舞「若狭おおいのスーパー大火勢」

　
福
井
県
南
西
部
に
位
置
す
る
お
お

い
町
・
高
浜
町
。
自
慢
は
な
ん
と
言
っ

て
も
透
き
通
っ
た
美
し
い
海
。
な
か

で
も
高
浜
町
の
若
狭
和
田
ビ
ー
チ
は
、

国
際
的
に
優
れ
た
海
水
浴
場
と
し
て

認
め
る「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
」を
平
成

28
年
に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
取
得
し
ま

し
た
。
毎
年
の
取
得
に
町
の
人
も
尽

力
し
、
ま
さ
に〝
ア
ジ
ア
で
一
番
き
れ

い
な
ビ
ー
チ
〞と
も
い
え
る
こ
の
浜
に

は
、
夏
に
な
る
と
関
西
圏
な
ど
か
ら

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
見
渡
せ
ば
海
、
そ
の
な
か
で
圧
倒

的
存
在
感
を
放
つ
の
が「
若
狭
富
士
」

と
も
呼
ば
れ
る
青
葉
山
。
こ
の
一
帯

は
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
、
緑

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
キ
ャ
ン
プ

場
や
体
験
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
お
お
い
町
名
田
庄
地
区
で
は
天
文

に
関
す
る
施
設
や
星
に
ま
つ
わ
る
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

エ
リ
ア
で
は
山
と
海
の
恵
み
を
存
分

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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（写真上）三国町には「サンセットビーチ」と名付けられた海水浴場があ
り、「日本の夕陽百選」にも選ばれている夕陽のスポットです
（写頁右）丘の上に建つ郷土資料館「坂井市龍翔博物館」。五層八角のモ
ダンな建物は、明治時代に建てられた龍翔小学校の外観を模しています

東尋坊からさらに北へ約1km向
かうと、周囲約2kmの無人島・
雄島が見えてきます。地元の人
からも「神の宿る島」と伝えられ
てきただけあり、全長224ｍの
長い朱塗りの橋を渡ると、その
神秘的な雰囲気を感じずにい
られません。島の反対側には、
波で浸食された、東尋坊にも負
けないほどの柱状節理が広
がっています。遊歩道も完備し
ています
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（写真上）「七堂伽藍」の中でもっとも高い場所に位醤する「法堂
（はっとう）」。さまざまな儀式はこちらで行われています
（写真下）永平寺の全景。深い森に囲まれ、荘厳な印象を与えます。
門前町にはお土産屋が軒を連ね、ここならではのお土産や味覚を
楽しむことができます
（写真左）「七堂伽藍」の手前にある「傘松閣（さんしょうかく）」は広
さが156畳もあり、著名な日本画家が描いた花鳥彩色画230枚が
天井に描かれています。その中に5枚だけある鯉・唐獅子・リスの絵
を見つけると、幸運が訪れるとか

道元禅師の教え「只管打坐（しかんた
ざ）」とは、無目的にひたすら坐ること。
欲することなく、求めることなく、只（た
だ）姿勢を調え、息を調えること。「七堂
伽藍」は「山門」「仏殿」「大庫院（だいく
いん）」「法堂（はっとう）」「僧堂」「浴室」
「東司（とうす）」の7つからなっています。
写真右の山門は永平寺で最古の建物
で、修行僧が正式に入門する際の最初
の入口です

　
福
井
県
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
東
尋

坊
と
双
璧
を
な
す
の
が
、
曹
洞
宗
大

本
山
・
永
平
寺
で
す
。
道
元
禅
師
を
開

祖
と
す
る
禅
の
道
場
で
、
現
在
で
は

全
国
に
１
万
５
０
０
０
も
の
寺
院
が

あ
り
、
永
平
寺
で
は
全
国
か
ら
来
た

多
く
の
僧（
雲
水
）が
日
々
修
行
に
励

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
修
行
は
道
元
禅

師
が
７
８
０
年
前
に
定
め
た
厳
し
い

作
法
に
則
る
も
の
。
永
平
寺
が
持
つ

厳
か
な
空
気
は
、
そ
ん
な
厳
し
さ
か

ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
境
内
の
敷
地
面
積
は
、
な
ん
と
10
万

坪
。
樹
齢
７
０
０
年
を
超
え
る
杉
の
巨

木
が
立
ち
並
び
、
70
あ
ま
り
の
建
物
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
に
あ
る

の
が「
七
堂
伽
藍
」と
呼
ば
れ
る
７
つ

の
建
物
。
す
べ
て
が
回
廊
で
つ
な
が
れ

て
お
り
、
現
存
し
て
い
る
の
は
全
国
で

も
ま
れ
だ
と
か
。

　
永
平
寺
で
は
雲
水
の
修
行
を
体
験
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
粛
々
と
行
わ
れ

る
雲
水
の
日
々
の
暮
ら
し
を
垣
間
見
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

写真提供：大本山永平寺 3233



写真提供：石川県観光連盟

平泉寺白山神社から
車で約10分のところ
にある高原は、環境
省などが実施した全
国星空継続観測に
おいて、平成17年度
に日本一星がきれい
と認定されました

（写臭上・下）苔が美しく広がる平泉寺白山神社の境内。創建は養
老元年（717年）とされており、後世になって勢力を強め一大宗教
都市となりました。しかし一向一揆によりすべて焼き尽くされてし
まいます。明治時代の神仏分離令で寺号は廃止されましたが、名
称だけが今も残っています
（写真左）越前からの禅定道は泰澄大師が初めて登拝するときに
利用した道です。現在は途中から通行止めになっています

日本一
美しい星空
「六呂師高原」
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西山公園

（写真上）毎年10月に鯖江市・越前市・越前町で開催される工
房見学イベント「RENEW（リニュー）」。同エリアの伝統工芸で
ある越前漆器、越前和紙、越前打刃物、越前箪笥、越前焼など
の工房や企業が開放され、見学やワークショップが開かれま
す。（写真下）鯖江のめがねの歴史を学んだり、最新モデルが購
入できる「めがねミュージアム」。体験工房ではめがねの素材を
使ったキーホルダーを作ることができます。

（写真上）越前打刃物の共同工房「タケフナイフビレッジ」。実
際に職人たちが制作している様子を見学できます。職人の指
導で包丁やペーパーナイフを作ることができる体験教室も人
気。（写真下）越前和紙の里にある「パピルス館」の紙漉き体験
は小さい子どもから大人まで楽しめる内容です。自分で漉いた
和紙でうちわやはがき、名刺などを作ることができ、和紙の産
地を訪れたお土産にぴったりです。

「越前おろしそば」「たけふ駅
前中華そば」「ボルガライス」
が越前市3大ご当地グルメ。
越前市内には３つのメニュー
すべてや２つを組み合わせて
セットで提供している店も多
く、地元の人に昔から愛され
続ける逸品を、好みに合わせ
て味わってみるのもおすすめ
です。

鯖 江･越 前
ものづくりのまちで暮らしを彩る技に触れる。

地元民が熱愛する
ご当地グルメを制覇！

　
福
井
県
嶺
北
地
方
の
中
央
部
に
位

置
す
る
鯖
江
市
・
越
前
市
は
多
く
の
伝

統
工
芸
品
と
産
業
が
息
づ
く
、
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
。

　
鯖
江
市
は
日
本
有
数
の「
め
が
ね
の

ま
ち
」と
し
て
知
ら
れ
、
眼
鏡
産
業
の

歴
史
や
技
術
を
学
べ
る
施
設
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
伝
統
工
芸「
越
前
漆

器
」の
産
地
と
し
て
も
名
高
く
、
職
人

の
技
と
器
の
美
し
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
越
前
市
は「
越
前
和
紙
」の

里
と
し
て
１
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

誇
り
、
紙
漉
き
体
験
や
工
房
見
学
が
人

気
。
古
く
は
越
前
国
の
国
府
が
置
か
れ

て
い
た
地
で
あ
り
、
寺
や
神
社
が
数
多

く
残
る
武
生
駅
周
辺
の
ま
ち
な
み
で
は

歴
史
情
緒
も
楽
し
め
ま
す
。

　
そ
の
他
、
鯖
江
市
の
西
山
公
園
も

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。
春
に
は
つ
つ
じ

や
桜
、
秋
に
は
紅
葉
と
四
季
を
通
じ

て
楽
し
め
る
ほ
か
、
愛
く
る
し
い

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
に
も
会
え
る
鯖
江

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
そ
し
て
越
前

市
は
越
前
お
ろ
し
そ
ば
発
祥
の
地
。

そ
ば
を
含
め
た「
越
前
市
3
大
ご
当
地

グ
ル
メ
」に
も
注
目
で
す
。

sabae .  �hizen
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京
都
か
ら
北
陸
に
向
か
う
際
に
困

難
な
道
の
り
で
あ
っ
た
木
ノ
芽
峠
。

そ
の
先
に
広
が
っ
て
い
た
の
は
宿
場

町
・
今
庄
宿
で
し
た
。
そ
の
旧
今
庄
町

と
旧
南
条
町
、
旧
河
野
村
が
平
成
17

年
に
合
併
し
た「
南
越
前
町
」は
、
海

と
山
と
里
が
一
体
と
な
っ
た
風
光
明

媚
な
町
で
す
。

　
南
越
前
町
は
敦
賀
市
・
滋
賀
県
長
浜

市
と
と
も
に
鉄
道
遺
産
、
そ
し
て
全

国
の
港
町
と
と
も
に
北
前
船
遺
産
と
、

２
つ
の「
日
本
遺
産
」に
認
定
さ
れ
て

い
る
町
で
す
。

　
海
側
で
言
え
ば
、
北
前
船
の
日
本

海
五
大
船
主
の
一
人
で
あ
る
右
近
家

を
は
じ
め
と
す
る
船
主
館
群
が
あ
り
、

当
時
の
繁
栄
が
偲
ば
れ
ま
す
。
山
側

で
言
え
ば
苦
難
を
乗
り
越
え
て
完
成

し
た
、
敦
賀
–
今
庄
間
の
ト
ン
ネ
ル

群
に
、
当
時
の
技
術
の
粋
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
南
越
前
町
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら

明
治
時
代
へ
と
変
わ
り
ゆ
く
街
が
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。

北前船の模型

敦賀－今庄間の鉄道で、蒸気機関車は急な坂を上らなくては
ならず、スイッチバック方式で運転していました。大桐駅跡は
元々駅ではなく、スイッチバックのために停車する場所でしか
ありませんでした。しかし住民の強い要望により駅へと昇格。
現在は「D51」の車輪がモニュメントとして置かれています

右近家ならびに中村家の住宅は、当時の北前船主の邸宅として豪華を
極めた造りになっています。右近家は現在「北前船主の館 右近家」とし
て資料館となっています。館から山を登っていくと昭和10年に完成した
西洋館も見ることができます

右記のこれらの峠道を越えた先はすべて今庄宿に到達しており、江戸
時代の最盛期には約1300人もの人が住み、55軒もの旅籠が開いてい
ました。さらに南下すると、関所も兼ねた越前最南端の「板取宿」があり
ます。令和3年には「重要伝統的建造物群保存地区」に指定されました

南越前町南条地区は、日本有数の花はす生産地です。それを象徴する
のが「花はす公園」。約1万坪の土地に約130種類の花はすが咲き乱れ
ます。6月下旬～8月上旬が見頃です

日本有数の花はす生産地
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朝倉氏5代目・朝倉義景の館跡はそ
の広さが約6400㎡あり、その繁栄
の規模を感じることができます。遺跡
のシンボルでもある唐門は、朝倉義景
を弔うために建てられた寺院「松雲院
（しょううんいん）」の山門で、江戸時
代中期に造られました

川湊「一乗の入江」の
船着場と考えられる
石敷遺構をそのまま
露出展示

　戦国大名・朝倉氏が築いた城下町全体の跡が良好に残り、
278haという広大な範囲が国の特別史跡として指定される日本最
大の中世都市遺跡「一乗谷朝倉氏遺跡」。
　この遺跡の価値や朝倉氏の歴史を楽しみながら学べる博物館
「福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館」が2022年10月に開館しま
した。
　一乗谷の栄華を物語る、五代当主・義景の居館を蘇らせた「朝倉
館原寸再現」。遺跡内の武家屋敷や寺院、町屋を1/30スケールで
再現し、人形たちの表情まで豊かに表現した「城下町ジオラマ」。川
湊「一乗の入江」の船着場と考えられる、石敷遺構をそのまま露出
展示する「遺構展示室」に加え、国指定重要文化財を含む数多くの
出土資料が、映像などと合わせ、わかりやすく展示されています。

【住所】福井県福井市安波賀中島町8-10
【お問い合わせ】0776-41-7700（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館）
【時間】9：00 ～17：00   【休日】月曜、年末年始
【駐車場】あり
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丸
岡
城
は
戦
国
時
代
真
っ
只
中
の
天

正
４
年（
１
５
７
６
）、
一
向
一
揆
に

備
え
る
た
め
に
、
織
田
信
長
の
命
に
従

い
柴
田
勝
家
が
甥
の
勝
豊
に
築
か
せ
た

城
で
す
。

　
丘
陵
の
上
に
建
つ
平
山
城
で
、
北
陸

で
唯
一
の
現
存
天
守
で
す
。
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
）の
福
井
地
震
で
倒
壊
す

る
も
、
元
の
木
材
を
70
％
以
上
使
用

し
、
昭
和
30
年（
１
９
５
５
）に
復
元

し
ま
し
た
。
天
守
近
く
に
あ
る
石
碑
の

「
一
筆
啓
上
　
火
の
用
心
　
お
仙
泣
か

す
な
　
馬
肥
や
せ
」の
文
は
、
徳
川
家

康
の
家
臣
・
本
多
重
次
が
妻
に
宛
て
た

〝
日
本
一
短
い
手
紙
〞と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
霞
ケ
城
」の
別
名
の
と
お
り
、
春

に
は
周
囲
に
植
え
ら
れ
た
４
０
０
本
も

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
中
に
浮
か
ぶ
姿

が
、
ひ
と
き
わ
美
し
く
幻
想
的
で
す
。

屋
根
瓦
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
石
瓦

で
、
福
井
で
し
か
産
出
さ
れ
な
い
笏
谷

石（
し
ゃ
く
だ
に
い
し
）が
使
わ
れ
て

い
る
の
も
特
徴
で
す
。
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越
前
市
今
立
地
区
は
１
５
０
０
年
続

く
越
前
和
紙
の
産
地
。
こ
の
地
に
あ
る

岡
太
神
社
・
大
瀧
神
社
に
は〝
紙
の
神

様
〞が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
１
５
０
０
年
前
、
集
落
を
流

れ
る
川
の
上
流
か
ら
女
性
が
降
り
て
き

て
、
紙
漉
き
の
技
術
を
伝
え
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
女
性「
川
上
御
前
」を

祀
っ
て
い
る
の
が
こ
の
神
社
で
あ
り
、

山
頂
の
奥
の
院
、
山
の
ふ
も
と
の
里
宮

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
神

社
名
を
併
記
し
て
い
る
の
は
、
両
神
社

の
本
殿
が
奥
の
院
に
並
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
。

　
里
宮
の
本
殿
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

当
時
の
技
術
の
粋
を
集
め
て
再
建
さ
れ

た
も
の
。
荘
厳
さ
と
優
美
さ
を
兼
ね
備

え
た
全
国
で
も
類
を
見
な
い
姿
は
必
見

で
す
。
昭
和
59
年（
１
９
８
４
）に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

唯
一
無
二
の
社
殿
建
築
に
は

紙
の
神
様
が
祀
ら
れ
る
。
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敦
賀
市
街
北
部
に
位
置
す
る
金
崎

宮
の
奥
に
あ
る
金
ヶ
崎
城
址
は
、
織

田
信
長
が
窮
地
に
陥
っ
た
金
ヶ
崎
の

戦
い
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　
元
亀
元
年（
１
５
７
０
）、
越
前
を
支

配
し
て
い
た
朝
倉
氏
に
、
織
田
信
長
、

徳
川
家
康
、
木
下
藤
吉
郎（
豊
臣
秀
吉
）

ら
の
軍
が
攻
め
入
っ
た
と
こ
ろ
、
浅
井

長
政
の
裏
切
り
に
よ
り
織
田
軍
は
挟
み

討
ち
に
。
こ
の
と
き
、
信
長
の
妹
で
あ

り
浅
井
長
政
の
妻
で
あ
る
お
市
の
方
が
、

両
端
を
ひ
も
で
縛
っ
た
小
豆
の
袋
を

送
っ
た
こ
と
で
信
長
は
状
況
を
察
知
し
、

難
を
逃
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
ち
ら
に
は
難
関
突
破
の
ご

利
益
が
あ
る
と
、
合
格
祈
願
や
恋
愛
成

就
で
訪
れ
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
場
所
で
男
女
が
花
を

交
換
す
る
と
結
ば
れ
る
と
い
う
言
い

伝
え
か
ら
、
４
月
の
桜
の
時
期
に
は

「
花
換
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
、
多
く
の

カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
高
さ
11
ｍ
の
大
鳥
居
は
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ「
日
本
三
大
木
造

鳥
居
」の
一
つ
と
称
さ
れ
ま
す
。
氣
比

神
宮
の
主
祭
神「
伊
奢
沙
別
命
」は
、
も

と
も
と
は
敦
賀
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て

い
た
土
着
神
で
あ
り
、『
古
事
記
』で
は

「
御
食
津
大
神
」、『
日
本
書
紀
』で
は

「
筍
飯
大
神
」と
称
さ
れ
、
現
在
で
は
氣

比
大
神
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
鎮
座
す

る
前
を
北
陸
道
が
通
り
、
敦
賀
が
古
来

有
数
の
港
で
あ
っ
た
た
め
、
海
陸
の
要

衝
を
守
る
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
元
禄
２
年（
１
６
８
９
）に
は
、
松
尾

芭
蕉
が
旅
の
途
中
で
夜
の
氣
比
神
宮
を

訪
れ
、
境
内
か
ら
月
を
望
ん
で「
月
清

し 

遊
行
の
持
て
る 

砂
の
上
」と
句
を
残

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
の

名
勝「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 い 

ざ 

さ 

わ
け
の 
み
こ
と

け
い 

の 

お
お 

か
み
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江
戸
時
代
、
小
浜
藩
の
江
戸
屋
敷

は
東
京
神
楽
坂
周
辺（
東
京
都
新
宿

区
）に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
寛
永
５

年（
１
６
2
8
）に
、
酒
井
忠
勝
が
三

代
将
軍
の
徳
川
家
光
か
ら
こ
の
地
を

拝
領
し
、
後
に
小
浜
藩
の
下
屋
敷
と

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
神
楽
坂
通
り
は
、
酒
井
家
の
下
屋

敷
と
牛
込
御
門
を
結
ぶ
１
㎞
の
道
を
、

忠
勝
の
登
城
道
と
し
て
寛
永
年
間
に

整
備
し
た
も
の
で
す
。
現
在
、
神
楽

坂
を
登
り
き
っ
た
矢
来
公
園
に
は
、

「
小
浜
藩
邸
跡
」と
記
さ
れ
た
石
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
社
仏
閣
が
数
多
く
建
立
さ
れ
、

別
名〝
海
の
あ
る
奈
良
〞と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
信
仰
が
あ
つ
い
小
浜
。
街
を
見

渡
す
場
所
に
建
つ
常
高
寺
は
、
お
市

の
方
の
次
女
・
初
の
菩
提
寺
で
、
そ
の

初
の
発
願
で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
慶
長
５
年（
１
６
０
０
）、
京
極
高

次
と
初
は
小
浜
に
入
っ
て
城
下
町
の

警
備
に
あ
た
り
、
小
浜
城
築
城
を
始

め
ま
す
。
し
か
し
、
完
成
を
見
ぬ
ま

ま
高
次
は
亡
く
な
り
ま
す
。

　
初
は
そ
の
後
江
戸
で
亡
く
な
り
ま

す
が
、
亡
骸
を
常
高
寺
に
葬
っ
て
欲

し
い
と
生
前
に
頼
ん
で
お
い
た
ほ
ど
、

小
浜
の
地
を
愛
し
て
い
ま
し
た
。
夫
・

京
極
高
次
と
の
思
い
出
が
強
く
残
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
以
降
、
寺
は
衰
退
に
向
か
い
ま

す
が
、
平
成
に
入
っ
て
再
建
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
山
門
と
山
門
へ
続

く
参
道
の
階
段
の
間
に
電
車
の
線
路
が

横
切
っ
て
い
る
と
い
う
、
珍
し
い
光
景

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
小
浜
城
は
若
狭
国
を
拝
領
さ
れ
た
京

極
高
次
に
よ
り
着
工
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
地
に
は
後
瀬
山
城
と
い
う
山

城
が
あ
り
ま
し
た
が
、
利
便
性
の
悪
さ

か
ら
市
内
を
流
れ
る
北
川
と
南
川
の
中

州
に
、
慶
長
６
年（
１
６
０
１
）に
築

城
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
京
極
家
親
子
２
代
に
わ
た
っ
て
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
寛
永

11
年（
１
６
3
4
）、
京
極
家
は
完
成

を
見
る
こ
と
な
く
松
江
に
転
封
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
洒

井
忠
勝
が
入
城
し
、
築
城
と
整
備
が

引
き
継
が
れ
ま
す
。
そ
し
て
寛
永
13

年（
１
６
3
6
）、
つ
い
に
小
浜
城
天

守
閣
が
完
成
し
ま
す
。
着
工
か
ら
実

に
40
年
あ
ま
り
の
歳
月
を
か
け
た
大

工
事
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
に
入
り
、
失
火
に

よ
っ
て
城
の
大
部
分
を
焼
失
し
て
し

ま
い
ま
す
。
現
在
は
酒
井
忠
勝
公
を

祀
る
小
浜
神
社
が
本
丸
跡
に
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

全国でも屈指の水城
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幕
末
の
福
井
藩
主
・
松
平
春
嶽
は

「
幕
末
の
四
賢
侯
」と
呼
ば
れ
た
名
君

の
一
人
。
彼
の
も
と
に
は
坂
本
龍
馬

が
何
度
も
訪
れ
る
な
ど
、
幕
末
期
の

福
井
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。

　
福
井
市
に
あ
る
養
浩
館
庭
園
は
、

江
戸
時
代
初
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

造
ら
れ
た
福
井
藩
主
・
松
平
家
の
別

邸
。
明
治
17
年（
１
８
８
４
）に
春
嶽

に
よ
っ
て「
養
浩
館
」と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
姿
は
凛
と
し
て
美
し
く
、
今

も
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

激動の幕末にあった静寂
福井藩主・松平家の別邸

かつて「御泉水屋敷（おせんすいやし
き）」と呼ばれていた、福井藩主・松
平家の別邸。福井城址より約300ｍ
北に位置し、幕末には洋式銃の製造
所にもなっていました。池を全方向か
ら見渡せる回遊式林泉（りんせん）庭
園で、数寄屋造りの座敷部から眺め
る池は、見る人の心を落ち着かせてく
れます。

文政12年（1829）～明治42年（1909）
坂本龍馬が新政府の財政担当に登用するよう懇願
した人物が、福井藩士・由利公正（三岡八郎）だった。
熊本藩士・横井小楠に師事し、藩札の発行や産業振
興で福井藩の財政を立て直し、明治政府では現在の
財務大臣にあたる参与・御用金穀取扱に就任した。

天保５年（1834）～安政６年（1859）
医者の家庭に生まれた橋本左内は、
弱冠15歳で心得『啓発録』を記し、22
歳で福井藩政への登用が決まると、
藩校「明道館」で教育の振興を行う。
その後、松平春嶽に登用され、徳川慶
喜（後の第15代将軍）擁立に奔走する
が、安政の大獄にて処刑される。

福井市立郷土歴史博物館蔵

福井市立郷土歴史博物館蔵

福井市立郷土歴史博物館蔵
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越
前
・
若
狭
の

地
酒
28
蔵
元

　
福
井
の
地
酒
が
旨
い
理
由
。
そ
れ
は

福
井
県
が
酒
造
り
に
適
し
た
土
地
で
あ

る
か
ら
。
山
々
に
降
り
積
も
っ
た
雪
や

雨
が
、
何
十
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
豊

富
な
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
吸
収
し
な
が
ら
伏

流
水
と
な
り
ま
す
。

　
県
内
に
は
白
山
水
系
を
源
流
に
、
九

頭
竜
川
、
足
羽
川
、
日
野
川
が
流
れ
、

各
地
に
は
名
水
、
湧
き
水
も
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の
豊
か
な
水
が
良
い
米
を
育

て
、
造
り
手
の
努
力
・
経
験
・
知
恵
に
よ

り
、
旨
い
酒
が
造
ら
れ
る
の
で
す
。

福井県酒造組合
地酒の
ことなら

常山酒造（資）安本酒造（有）田邊酒造（有）

田嶋酒造（株）美川酒造場𠮷田酒造（株）

（株）越の磯舟木酒造（資）シンフォニー𠮷田酒造（株）

毛利酒造（資）黒龍酒造（株）（株）吉田金右衛門商店

常山 極 Kiwami
白岳仙 純米吟醸　
白練 SHIRONERI

舞美人 山廃純米無濾過生原酒
SanQ（サンキュー）

越前岬 大吟醸「吟の雫」

PURE RICE WINE（純米ワイン）純米大吟醸

無の心 さかほまれ 純米大吟醸北の庄 純米大吟醸「大吟望」白龍 禅

紗 利黒龍 いっちょらい 吟醸雲乃井 純米吟醸 東雲

福井市御幸1-19-10
90776-22-1541
https://jozan.co.jp/

福井市安原町7-4  90776-41-0011
https://www.hakugakusen.jp/

吉田郡永平寺町松岡芝原2-24  
90776-61-0029
https://echizenmisaki.com/

福井市桃園1-3-10  
90776-36-3385
https://www.fukuchitose.com/

福井市小稲津町36-15  90776-41-1002
https://www.maibijin.com/

吉田郡永平寺町北島7-22  
90776-64-2015
https://www.jizakegura.com/

福井市大宮5-8-25  
90776-22-7711
https://www.j-brewery.com/

  90776-66-1234　https://www.fukuisake.jp/

福井市大和田町46-3-1  
90776-54-2323
https://www.funaki-sake.com/

吉田郡永平寺町吉峰5-5  
90776-63-5499
https://www.jizakegura.com/

福井市東郷二ヶ町36-29  
90776-41-0020

吉田郡永平寺町松岡春日1-38  
90776-61-6110
https://www.kokuryu.co.jp/

福井市佐野町21-81 
90776-83-1166
https://kumonoi.jp/

洗練された品格と色気をまとった辛口。極
上のキレ、上品な吟香、透明感ある旨みが
三位一体となった、上質なDRY─極

きわみ

。

白練（SHIRONERI）とは日本伝統の色
名であり、味わいを表現したもの。透き
通る旨みと軽快なのど越しが愉しめます。

兵庫県産「山田錦」特等米を使用し、滴り
落ちる雫酒を贅沢に瓶詰め。華やかな吟
醸香とやわらかな味わいのバランスが絶妙。

キャッチコピーは「飲むコシヒカリ」。福井県
産コシヒカリを100％使用し、ワイン酵母で
醸した純米酒です。ワイングラスでどうぞ。

福井で最も濃醇・旨口「舞美人」を「蔵付酵
母」で仕込んだ山廃純米の生原酒です。程
よい酸味と旨みが調和した味わいです。

米の旨み、後口のキレの良さ、酸のバラ
ンスが三位一体となった味わいは、料
理を引き立てる食中酒として最適です。

蔵元自身が杜氏として精魂込めて仕込ん
だ純米大吟醸。やや辛口で熟成されたま
ろやかな旨みと、穏やかな香りが特徴です。

契約栽培の山田錦全量を40％まで磨き、
完全手作りで醸しています。ふっくらとした
香りと旨みのある、調和のとれたお酒です。

米・水・麹すべて福井県産を使用。福井
の料理に合うよう、芳醇な香りの中のすっ
きりした味わいとキレの良さを追及しました。

古来よりの醸造法による、特有の爽や
かな酸味とキレの良さは和食に良く合い
ます。飲み疲れることもありません。

「いっちょらい」とは福井の方言で「一
張羅」のこと。心地よい吟醸香とクセ
のない旨さが人気の定番吟醸酒です。

酒米は福井県産五百万石を使用。甘辛酸
味のバランスが取れた、のど越しの良いやわ
らかな味わいです。お食事とともにどうぞ。

● 辛口　◎ 冷酒● 辛口　◎ 冷酒、ぬる燗● やや辛口　◎ 冷酒

● 甘口　◎ 冷酒● 旨口　◎ 冷酒、常温、熱燗● 普通　◎ 冷酒

● やや辛口　◎ 冷酒● やや辛口　◎ 冷酒、常温● 甘口　◎ 冷酒

● やや辛口　◎ 冷酒 ● 甘辛度　◎ おすすめの飲み方● やや辛口　◎ 冷酒● 旨口　◎ 冷酒、常温、ぬる燗
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片山酒造（株） 力泉酒造（有）豊酒造（株） 真名鶴酒造（資）

堀口酒造（有） 伊藤酒造（資）丹生酒造（株） （株）南部酒造場

畠山酒造（株） 久保田酒造（資）鳥浜酒造（株） （株）宇野酒造場

（資）加藤吉平商店 坪三酒造（資）三宅彦右衛門酒造（有） （株）一本義 久保本店

純米大吟醸 ルイ サカホマレ35月暈（つきがさ）純米大吟醸 清酒明乃鶴 大吟醸

さかほまれ大吟醸 特撰 大吟醸特別純米酒 鳴り瓢 純米吟醸 越の鷹

大吟醸 雪きらら 特選純米大吟醸 一筆啓上鳥浜純米大吟醸 限定大吟醸 二十代目 仁兵衛

梵・特撰純米大吟醸 ゆりの里早瀬浦 純米大吟醸酒 山田錦 伝心 雪 純米吟醸

越前市余田町51-18  
90778-22-0209
https://sake-kansai.com/

福井市島山梨子町20-10  
90776-59-1046
https://rikisen.thebase.in/

鯖江市下野田町38-70  90778-62-1013
https:///www.yutaka-shuzou.com/

大野市明倫町11-3  
90779-66-2909
https://manaturu.com/

南条郡南越前町今庄76-1-2  
90778-45-0007

福井市江上町44-65  
90776-59-1018
https://koshinotaka.jp/

丹生郡越前町天王18-3  
90778-34-0022
https://www.asukai1716.com/

大野市元町6-10  
90779-65-8900
https://www.hanagaki.co.jp/

南条郡南越前町今庄109-14  
90778-45-0028
https://yukikirara.co.jp/

坂井市丸岡町山久保27-45  
90776-66-0123
https://www.fukukoma.co.jp/

三方上中郡若狭町鳥浜59-30  
90770-45-0021
https://www.torihama.jp/

大野市本町3-4 
90779-66-2236
https://www.itinotani.co.jp/

鯖江市吉江町1-11  
90778-51-1507
https://www.born.co.jp/

坂井市春江町高江24-38 
90776-51-0041

三方郡美浜町早瀬21-7 
90770-32-0303

勝山市沢町1-3-1  
90779-87-2500
https://www.Ippongi.co.jp/

福井県の新酒造好適米「さかほまれ」
を100％使用。軽快でなめらかな味わ
いは、食中酒におすすめです。

山田錦を40％まで磨き、長期低温発酵
で仕込みました。すっきりしながらふく
らみのあるフルーティーな香りが特徴です。

瓶内二次発酵によるきめ細かな泡立
ちとジューシーな味わいが特徴の、
低アルコールスパークリング日本酒です。

「さかほまれ」の特別栽培米を35％まで磨
き抜き、越前大野の名水と福井酵母で仕
込んだ、華やかな香りの純米大吟醸です。

5年以上熟成させたお酒をブレンドして
製品化。まろやかな飲み口と奥行きの
ある味は、この蔵の古酒ならではのもの。

すっきりとした味わいとほのかな吟醸
の香りが、からだとココロに潤いを与え
てくれるお酒です。

県産酒米「さかほまれ」とオリジナル酵母
がタッグを組んだオール福井の地酒。上
品な香りと甘み、優しい酸味が特徴です。

「山田錦」を贅沢に使用し、果実味のあ
る優雅な香り、透明感のあるなめらかな
舌触りが特徴。食中酒としても最適です。

厳寒期に手間と時間をかけてゆっくり
と醸し、冷温で3年間熟成。まろやか
な深い味わいが口に広がります。

平成5年に「日本一短い母への手紙」
が映画化されたのを記念して商品化さ
れた、香り高いお酒です。

県産の酒造好適米「さかほまれ」を40％
まで磨いて仕込んだ純米大吟醸。キレ
のある上品な甘みは食材を引き立てます。

華やかな香りと濃厚な味わいが特徴の
大吟醸。高精白の山田錦を使用した、
雑味が少ない非常に飲みやすいお酒です。

山田錦38％精白の純米大吟醸酒。0℃で2
年間熟成させた、吟香高くコシのある味わ
いの、梵・純米大吟醸の定番の名品です。

町の特産品である“ゆり”を使っている
お酒。ゆりの持つやさしさを日本酒の
味で表現しています。

純米吟醸ならではのすっきりとした飲
み口。しっかりと米の旨みそのものを
感じることができます。

手のひらに落ちてスッと消える雪のよう
に、清々しい味わいと穏やかな香りが
特徴です。

● 普通　◎ 冷酒、常温 ● やや辛口　◎ 冷酒、常温● 甘口　◎ 冷酒 ● 甘口　◎ 冷酒

● やや辛口　◎ 常温 ● やや辛口　◎ 冷酒● 旨口　◎ 冷酒 ● やや辛口　◎ 冷酒、常温

● やや辛口　◎ 冷酒 ● やや辛口　◎ 冷酒● やや甘口　◎ 冷酒 ● やや辛口　◎ 冷酒、常温

● 辛口（芳醇旨口）　◎ 冷酒、ぬる燗 ● やや辛口　◎ 冷酒● 辛口　◎ 冷酒 ● やや辛口　◎ 冷酒、常温、ぬる燗

華燭
Sparkling Methode Rurale
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2022年７月にうみんぴあ大飯エリアに誕生した複合商
業施設。“みんなでつくる「公園」”をテーマに、
10,000㎡以上の敷地には商業施設やシェアオフィスに
加え、親子で遊べる芝生広場が広がっています。開
放感のある空間は、ワーケーションやサテライトオ
フィスにも最適の場所です。

若狭湾国定公園に指定されているリアス式海岸が
織り成す美しい自然を、海・湖から楽しめるクルーズ
が人気です。さまざまな趣向を凝らした船の旅に
出かけてみませんか。

目の前の海から揚がった新鮮な魚たち
を、その場でさばいてもらって館内で味
わえるほか、ワインとともに夜の食事を
楽しむこともできます。干物やへしこな
どの水産加工品も数多く揃い、高浜を
満喫できるマーケットです。

美浜町の観光の玄関口である道の駅「若
狭美浜はまびより」。美浜の特産を直売
所や飲食店で楽しめるほか、美浜に限
らず多彩なお土産が揃っています。さら
に託児所やバーもある多機能型道の駅
です。イベントスペースは、人の交流も
生み出す場になっています。

特製パエリアも人気（要予約）

国内初！ 再生可能エネルギーで航行する
電池推進遊覧船

海・湖から眺める若狭路を堪能

三方五湖ネイチャークルーズ【美浜町】
エンジン音がなく、振動も少ない環境にやさしい航行で、三方
五湖の風光明媚な景色を楽しむことができます。船内ガイドに
よる見どころの紹介はもちろん、遊覧船の仕組みの解説もあ
り、自然・エネルギー学習の場としても活用されています。
乗船時間：約50分
美浜町レイクセンター  ☎0770・47・5960

日本海の荒波がつくりあげた
ダイナミックな景観をめぐるクルージング

蘇洞門めぐり
【小浜市】
約６㎞にわたる断崖の美と奇
岩・洞門が織り成す、若狭湾
国定公園を代表する絶景を
楽しめるクルージングです。代
表的なスポット「大門・小門」
のほか、「地獄門」「白糸の滝」
などをめぐることができます。
乗船時間：約60分
若狭フィッシャーマンズワーフ  
☎0770・52・3111
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